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今回の調査ではリスク評価を行い際に、アフラトキシンの生体への取り込みは吸入性粉

塵だけでなく、消化器よりの取り込みにも考慮して総粉塵を評価すべきであるという前提

に立った。そのために、TR サンプラーによる評価に加えてオープンフェイス LVS（TR
を分ける衝突板を有しないオープンフェイスのホルダーを LVS（ローボリュームサンプ

ラー）にて 10 ～ 20 リットル/min で吸引した。その際にデジタル粉塵計で計測し、K 値を

求めて船倉全体におけるデジタル粉塵計の測定値から粉塵濃度を換算して、船倉内全体の

リスクを評価した。
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